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しはじ誌に

ノーマライゼーション社会やインクルージョ

ン理念の実現という菌際的共通理念の具現化と

ともに、人口の高齢化に伴い、これまで障害児

者の生活を支えてきた家族のサボ…トカが急速

に盤下していることから、欝害者の地域生活を

支える社会システムの構築が求められるように

なっている o 一方、地域における彊社支援の現

場では、生活自立と経済自立の支援とともに、

心身の健棄を保持し、その生活を持続させてい

くためにも余暇活動への参加機会の充実が、欠

くことの出来ない要件であると認識されてい

る。

障害者の体育・スポーツ活動に関する世界的

動向として、 i1間々 の特性にrc.:.じた体育・スポー

ツ、すなわちアダブテッド体育・スポーツ  

(Adapted Physical Ed山 ationand Sports) J 

(Winnick 2005) としてとらえられるように

なってきており、研究、教響、指導者育成が進

められつつある。日本においても、これまで障

害児者や高齢者の棒脊・スポーツといった対象

概念で語られることが多かった身体活動につい

て、「障害のある人がスポーツを楽しむために

は、その入自身とその人を攻り巻く人々や環境 

をインクルージョンしたシステム作りこそが大

切であるという考え方に基づくもの  

2004)Jとして、「アダブテッド・スポーツ」と

いろ既成の概念;ごとらわれない造諾を使うこと

が提唱されるようになってきている。

このようなアダプテッド体育・スポーツ分野

における動向をみると， il憲替があってもス

ツや身体活動に挙結することは関民としての基

本約機手IjJ との意識が、徐々にでiまあるが社会

に援護してきており、参加議会の増大がはから

れつつある(内閣府2008)0 しかしさ起欝には多

くの謹害のある人々にとって、日常的な議動や

スポ…ツへの参加は、まだまだ保障されている

とは歯い難い状況にある。障害のある人々は、

様々令撃を躍により身体活動の機会が制限され、

結果として議動発達や身体フィットネスが組害

されるという議鑓環に陥っている場合が多いも

のと考えられる。この問題を克殺していくため

には、障害のある人々にとって体育・スポーツ

を「動きたくなるよう争犠力的な活動」と「運

動へのアクセシぜワティ… J eの相互作用とし

てとらえる必要がある。このような“魅力的な

コンテンツ"の開発と、“環境形成"に関する

研究や爽援を通して、社会彰或をはかることが

求められようとしている o 
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ソウルにて「アジア地域の捧害者の体育・ス ，、
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ポーツに関する科学的な研究の進参と発麗を図

る」ことを目的に、アジア障害者体育スポーツ

学会  (ASAPE) が組識された(中田  2004、 

Nakata 2006) 0その後、言本、韓国、台湾など

の講究者らとともに、 1989年に名官襲、 1991年

に宮崎で謂際大会が関確されている。また1989

の ISAPAのベルリン大会において、 1993年

横浜で閣僚シンポジウム ISAPAを開催するこ

とが決定し、これを撲に ASAPEが正式に IFA附 

PAのアジア地域の研究毘体としてその傘下に

位寵づけられた。このような国際学会の開催は、

下組は筆者が参加した研究大会

年報いわみざわ 

ヱド稿では、近年の日本における障害者のため

の教育、構祉の現状と、アダブテッド体背・ス

ポーツの近年の動向を概観するとともに北端道

の取り組みについて報告する註 o 

2.国際的動向

(1)研或組織

アダプテッド体育・スポ…ツの世界的な研究

組織「アダブテッド身棒活動関際連盟 Intern註ω� 

tional F巴derationof Adapted Physical Activ-

ity(IFAPA)J I立、結審者のスポーツやレクリ

エ…シ沼ンを含めた身体活動の支援むi捺して

際的・学際的令取り組みが必要であるとの認識

から 1973年にカナダで組織された研究開体で、 

1977年からは世界各地で国際シンポジウム  

(ISAPA)を食器し、アダブテッド体育・スポー

ツの普及発震に努めている(安井と七木  

1990)。

これまでの訴究の動向を概観す る と  

1970-1980年代は、その概念の形成、確率期と

して、「アダプテッド体育・スポーツとは荷かj、

「高齢化や障害の重度化などの多機なニーズへ

の対応j、「プログラム・アセスメント開発・社

会的統合」などが主なトぜックスとして取り上

げられてきた。さらに 2000年代にはいると「健

康艶題ム「途上国・格筆問題」、「インクルーシ

ブ体育・スポーツの方法論・環境形成」などに

ついて研究討議が行われている{七木田と安井 

1992、安井1996、七木田と安井1998、 Yasui& 

Nan註kida2000)0 

一方アジア地域においては、 1986年に韓国の

30号 (2009)

日本のアダブテッド体育・スポーツ研究に大き

な弾みをつけることとなった (Nakata2006)。

以後西潜の奇数年に ISAPA鵠数年に ASAPE

が関寵されている{安井1998)0 2008年は、韓

ソウルにて ASAPEが関議され、事務局を韓

国が引き受けるとともに事務局体制の強化が関

られるなど、新たな動きも超こってきている。

表 1 アダブテッド体育・スポーツiこ関す

る誼際学舎の開催経緯
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アダブテッド体育・スポーツ研究の動向と北海道における課題(安井)

同社 会動向�  

1981年の間際障害者年のスローガン

加と平等J を引き合いに出すまでもなく、

のあるものを含めたすべての富民が、地域に

ける様々な活動に参加できるような環境作りが

求められるようになってきている。

国際連合が2006年に探択した「障害者の権科

条約J では、その「文先的な生活、ルタリょに

ション、余2畏及びスポーツへの参加J の項� 

30条)において「締約畠は、� i葦害者がf患の者

と平等にレクリエーション、余暇及びスポ}ツ

の活動に参加することを可能とすることを話

的」として、「障害者があらゆる水準のー殺の

スポーツ活動に可能な践り参加することを

動、促進J し、「樺搭に応じたスポーツ活動及

びレクリエーション諮騒を組織し、及び、発畏さ

せ、並びにこれらに参加する機会を害すること

を確保Jするため「適当金指導、研修及び資擦

が越の者と平等に捷侯されるよう奨助するj こ

とを求めている。さらに「スポ…ツ、レクリエー

ション及び観光の場所へのアクセス」

ある活意が遊び、レクワエーション、余暇及び、

スポーツ活動{学校制度におけるこれらの活動

を含む。〉への参加について均等な機会を享受

することを確保jするとともに「レクリエ…ショ

ン、観光、余鞍及びスポーツ活動の企画に関与

する者仁よるサ…ピスを利用することを確保す

るJ こととされ、障害のあるものを舎めたすべ

ての国民が、身近にあらゆるスポーツに参揺で

きるようにするために、関や地方公共自体は最

大棋の配属をすることが求められようとしてい

る言主� 2

このように障害者のスポ…ツを含めた身体活

動への参加辻、基本的な権和として認識され、

その社会的な裁盤整犠をすることが求められよ

うとしている� さらに1994年のサラマンカO

において、インクルーシブな教育環境の整擦が

求められるように会ってきており、学校教育に

ける体育を含めたあらゆる場町摂と機会におい

て、インクル…シブな教育環境を整備すること

が基本的考え方になろうとしている。

凶器導者養成

このような認識が進む中、指導者養成、研究� 

者養成のニーズ;こ対する認識は高く、アメリカ、

カナダ、オーストラリアニュージーランドなど

では、各大学、大学擦においてアダブテッド体

育・スポーツのコースが設量され、専門の指導

者育戒が進んでいる註30 またヨ…ロッパにお

いても、心理運動を中心にした指導者義成コ

ス(安井1997)やヨーロッパ大学説漉合などに

おいて、プダブテッド体育・スポーツの指導者

養成が行われるようになってきており(岩間ら� 

2005、揺島ら2006)、さーらに韓菌なピではアメ

リカの大学などへ官学した研究者たちが、アダ

ブテッド体育・スポーツのコースをつくるな

と?、その指導者、研究者の養成が進もうとして

いるo 

3. 器本の動向

(1)学構務究

野本におけるアダブテッド体育・スポ…ツに

関する学街研究鑑識としては、日本アダプテッ

ド体膏，スポーツ学会� UASAPE)、底療体背

研究会、日本障害者体育・スポーツ諦究会、日

本障害者スポーツ学会などがあり、それぞれ独

自の活動を続けている。

日本アダブテッド体育・スポーツ

臼ASAPE) 辻、アジア醸謀者体育・スポーツ� 

2 日本アダブテッド体育・スボ…ツ学

舎の嬰催経緯

て一報告数

囲数� l年度|開催値目加市議下孟ス

1 48 

52 

210 I31 

21 

149 I34 

;者数 i芸員� ~-

I47 
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年報いわみざわ� 30号� (200吉)

学会の日本の会員が1997年に筑波で謂究会を開

催したのを機に、日本部会として組識され� 

(Yasui 1997)、以後1999年からは援疲体育研究

会との合同研究大会を各地で開様している O 

2006年に学会名称を現在の自本アダプテッド体

・スポーツ学会として、� ASAPお傘下の独立

した日本の学会となった。� 2007年には日本学街

会議協力学術研究団称に登録するとともに、� 

2003年から学術研究雑誌、� i竃害者スポ…ツ科学

を刊行するごとど、日本の研究組織として、発展

してきている G

しかしいずれの研究組織も数百人規棋のもの

であり、今後、日本における社会的提雷などを

進めるためには、学術研究に関する連合組蟻体

を形成するなどの取り組みが求められている O 

(2i 社会動向� 

1993年に大きく改正され、その後の基本的な

政策の柱となっている障害者基本法� (2004年改

正〕では、文化的諸条件の整欝等(第22条)と

して、� f国及び、地方公共匡体は、障害者の文北

的意欲を溝たし、若しくは障答者に文化的意欲

を詔こさせ、又iまi華客者が自主的かっ積極的に

レクリエーションの活動をし、若しくはスポー

ツを行うことができるようにするため、施設、

設錆その也の諸条件の室長鶴、文化、スポ…ツ等

に関する活動の助成その地必要な路策を講じな

ければならないりとされて、社会的な整舗が

進められようとしている。� 

1)緯醤児教育とアダブテッド体育

に対する教育ιついてみると、� 2007年

から特別支接教育が始まり、特別支援学校や特

別支援学教、議営の学校の役舗が大きく変わり

始めている。この法擦において特別支援学級は、

同じ学校の{告の学殺の特別な教育ニーズを持つ

子どものための教育もサポートすることが求め

られるようになった。さらに特別支援学校は、

通常の学校の特製な教育ニーズを持つ子どもの

ための教膏について、アドバイスをしたり協力

したりするセンター的役割を果たすことが求め

られるとともに卒業後の福祉的サポートとの連

携も求められるようになってきている。� 

2008年3月に告示された小学校学習指導要額

の第� 1章、総射において「障害のある幼児児童

生徒との交流及び共開学資や高齢者などとの交

流の機会を設けること」とされ「障害のある子

どもが地域社会の中で穣撞的に活動し、その一

員として豊かに生きる上で、障害のない子ども

との交流及び共同学翠を通して相瓦理解を図る

ことが極めて重要」であり、� r交流及び共関学

は、障害のある子どもにとって者意義である

ばかりではなく、小・中学校等の子どもたちゃ

地域の人たちが、� i穣警のある子どもとその教育

に対する正しい理解と認識を深めるための絶好

の機会でもある」として讃握的な交波及び共関

学習を進めるよう提奮している。

手本育授業についても、多くの通常学校で特別

支援学級の克重量生従と通常学級の先輩生徒がと

もに行う授業が行われるようになってきてい

る。一方、体育への参加の方法やルール、用具

の工夫がおこなわれ、インクルーシブな体育が

行われている場合もあるが、一方で個5J1jのニ

ズに合わせたサポートが行われず、いわゆるダ

ンピング状態に震かれている場合も少なくな

い。その{頃向は、小学校より中学校と年齢が進

むにつれて進む様子が指摘されている{安井� 

2007)。

にとっての体育授業には、体力作りば

かりではなく学校卒業後に地域でスポーツ活動

に参加できるようになるための、基礎的なスキ� 

jレの学習も求められるが、障害者が参加できる

地域でのスポーツクラブなどが少ないこともあ

り、課題となっている。� 

2)領社とアダブテッド・スポーツ
 

l
環害者撞桂の制度で辻、� 2006年から障害者自

立支援法が施行され、これまでの障害者福祉施

おいて生活を重視する考え方から、地域で

の生活支援を重視する考え方に変わってきた。

この制度は2006年から2011年までのち年間の移

行期間ののちに、「重度で、辻会い」障害者につ

いては、グループホーム、ケアホ…ム、ホーム

ヘルプサーぜス等を利用しながら地域で生活を

することが求められるという制度である O

そのため轄寄者のスポ…ツや健廉について

も、地域でのサーゼスが求められるようになっ

て来ている。しかし余暇活動やスポーツに関す� 
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る地域のスポーツクラブなどは少なく、このま

までは、スポーツなどへり務加機会が減少する

ことが予想、されている。そのため余日援活動やス

ポーツ参加を支援するための地域の受け毘作り

を早急、に進める必要がある。

このようなニーズに対認するものとして、

ポーツ指導者によるザポートシステムの

充実、!牽審者のスポーツ施設の設置、すでに鍵

常者によって使われている通常のスポーツ施設

のバリアフリー化、障答者のスポーツイベント

を通した参加機会の増加などを進める必要があ

ることが指摘されている(内関野2008)。� 

(3) 指導者盤戒

アダプテッド体蒋・スポ}ツに関する団捧と

しては、日本障害者スポーツ協会があり、パラ

リンピックに関する国襟的な窓口となっている

ほか、選手、スポ…ツ団体の支援、情報化、

議事者育成など日本の糠害者のスポーツ振興に大

きな役割を果たしている。

欝害者のスポーツ指導者に関して、� 2006年に

はその資格取碍者による樟害者スポーツ指導者

協議会守apanCouncil of Sports Instructor 

for Disabled)が組織され、支援システムの構

築が進められようとしている o なお障害者ス

隊一
 

1
2
一3

北海遊大学情報教育舘

北海道大学需報教育謹� [42 

39 (228) ※ポーツ指導者の資格誌、� 2008年現柱、初級が� 

22923入、中級が2238入、上級575入、さらにス

ポーツコーチ93人をあわせると資格取得者数の

合針は25829人となっているo

一方学校教育に隠してみると、アダブテッド

体育・スポーツについては、特lJlj支援教育教員

の饗或、イ本管の教員養成いずれにも義務づけら

れておらず、課題として指摘されているく草野� 

2004)。
しかし最近、このような社会的ニーズが高

まってきたのを受けて、� E本アダブテッド体

青・スポーツ学会に所講する研究者を恥らに、

各大学の体育のコース・課程にアダブテッドイ本

育・スポ…ツコ…スを設寵する動きも見られ

る。� 

ι北海事選の勤寓

川研究・靖報交流の取り組み

北海道関害者スポーツ・髄康開発研究会は、

「樺謀者のスポーツ・身体活動の普及，発展の

めに講究活動を行い、建諜増進、競技力向上、

スボ…ツ障害の防止等の舟上に貢献」、北瀧遂

における障害者のスポーツ・身非活動に撰する

按究と情報交流を通してそのネットワーク仕を

進めるj ため、� 2001年に怜られた研究組織であ

るo

北海道障害者スポ}ツ振興協会などとの連携

のもと、集年研修集会を障嬢している(薮� 3)。

図lは萌究報告の内容、図� 2は参加者の罵性を

宗したものである。特別支援教育、福祉、スポー

ツ、大学関係、震療など多岐にわたる関保者が

参加するとともに、実践報告を中心に研究交流

を震ねてきているのがわかる O

表3 北港議開審者スポ…ツ・健康器発研

一4

5 I 2005 I北海道大字情報教育館� 123
 

6 1 2006 1北海道大学情報教育館� 130
 

71 20訂|北語大学ボルト� 125 


斗� 200訂北海道教育大学岩見沢樹認


※第� 4自はJASAPE、医療体育研究会との合時大金

図� 1 研究会における報告内容� (200ト2008

年)� 
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宅 

7
側

合計162名であった。選択科目ではあるがγ ス

ポーツ教脊諜程のすべての学生のうち� 8離割近

い学生が受講していた。

罰� 2 研究会への登録・参加者の属性内訳� 

(2∞君主手)

また スポーツの指導者育成に関して

は、北海道簡害者スポーツ振興協会、札幌市離

害者スポ…ツ振興協会、などが障害者スポ…ツ

指導者(初級)の養成講避を毎年開催している

ほか、� 2007年震からは旭川棒害者スポーツ揚金

でも養成講藍を開始するとともに、� 2009年� 2匂� 

3月には、札親市において錆害者スポーツ指導

者協議会の全国研修会も開催されるなど取り組

みカ判広がっている O

一方で、僻地小規模地域が多く、また冬季の

などの地域特性もあり、� 1雪害児者の地域的

な体脊・スポ}ツ支援の困難きが指擁されてき

ている G さらに障害者自立支援法の導入により、

これまで特加支援学校卒業後の余蝦・スポーツ

の支援を担ってきた措祉施設が十分な余蝦支綾

を行うことができなくなってきており、新たな

システムイ乍りが求められている。� 

5.体育・スポーツを専攻する学生の意識

と人材背成

国� 3li，平成20年度前期に北海道教育大学岩

見沢校の� 1，� 2年生対象の選択の教養科百「特

別支議教育J を受講した学生の特~U支撮教育教

員免許の攻得希望を調査したものである(ただ

し平成20年現在カリキュラム上、実際には特別

支援教育教員免許は説得できないため、もし取

得できたら希袈しますかとの問いに回答したも

のの人数を示した)。調査は前期の講義務了時

に行なわれた。受講者数はスポーツ教育課税� l

年人� 2年生入、装術諜粧の� 1年主主人� 2年生人の

スポーッ教育課程 どうして

どちらと

も・希望

しない
 
38 
32% 

も� 

18 
15% 

N思� 118

芸芸繊諜患� 

2008年境北海道教育大学岩見沢校1/2年生

国� 3 特鰐支接教育教員免許の取得希望

その結果、スポーツ教育課程の学生では「ど

うしても取持したいJと臨答したものは約� 2裂、

「できれば取得したいj とあわせると� 7割近い

学生が取得を希望しており、とりわけスポーツ

分野の学生の関心の高きが何われた。一方で、

!日来の縦割り的発想、から組織形成が行われた結

果、カリキュラム上、初等教育、特別支援教育、

福祉分野の資籍軍得が器められなくなってお

り、社会的令ニ…ズとともに学生にニーズに対

しでも、今後の課題となるものと思われる。� 

6.議題と麗謹

本寝では、アダブテッド体育・スポーツに関

する社会動向を概観してきた。北海道では特別

なニーズを持つ人々の余暇やスポーツ支援の必

要性は認められながらも、実i援にはクラブ数や

参加者数の減少など、一部内?gの後退に歪って

ゐ。ハiU



アダブテッド体育・スポーツ研究の動向と北海道における課題(安弁)

いるのが現状である。その要留として①障害者

の余暇活動ι関する学校における学習内答と卒

業後の支援に連続性がないこと、母封政的人的

資糠の視界から学校や福祉施設などをベースに

行われてきた余暇活動に対する支援が有えなく

なってきていることをどがあげられている。

このよう動向を踏まえ、今後北海道において

思り緩むべき課題と麗望について以下にまとめ

る。

人材膏成)(1 

「障害者スポー'JJという対象概念から、「個

別の特別なニーズに合わせた体育スポーツj へ

という世界的な接点の変化は、社会環境の形成

と専門的な知識と技能を兼ね繍えた支援者の育

成に対するニーズへとつながるものと思われ

る。

とりわけ指導者には、学校体育におけるイン

クルーシブ教育へのニーズの高まりとともに、� 

φ障害のある克室生徒を含めた体育授業を農関

できる技能、告特別支援学校などのいわゆる特

殊体育としてのアダプテッド体脊・スポーツが

揖導できる技鶴、③地域のスポ…ツクラブなど

において、障害児者の特別なニ…ズに対応、� ιた

スポーツプログラムと環境セッテイングができ

る技能、告捧害者や高齢者の福祉瀧設における

健藤増進などをはかることができる技能、さら

に窃アダブテッド体育・スポーツに関して、教

・諸祉・地域支譲を連続的、総合的にプラン

ニングできる技能の育成金どが求められよう。� 

(2) 環境形成

地域特性を生かしたアダプテッド体育・ス

ポーツの環境形成として同じ北方圏である北欧

諸国やカナダでは、その地域特性を生かした、

冬季のアダブテッド体育・スポーツの膿境形

成、用具や支援システムの工夫、指導者育成が

行われており、これらは地域援興にもつながっ

ている(安井1996)。さらにアダプテッド体育・

スポーツにおいては、競争原理を梓わない克服

的スポーツとして、自然環境を零IJ用したスポー

ツが見護まされており、北海議の自然環境を生か

したアダブテッドイ本育・スポ…ツ辻、アジア圏

を合め今後、大きな注目を集めることが予想さ

れる� また僻地小規礎校や地方集蓄におけるアO

ダブテッド体背・スポーツに関する研究と実践

の蓄穫も求められよう� これらは、近隣のアジO

ア諸国との連携のもとに進めることによって、

その地域特性を際だたせることにもつ舎がると

考えられる。

本来アダプテッド体育・スポーツの概念i土、� 

Adapted Physical Activity (アダブテッド身

体活動)の一部としてとらえられている。その

ためダンスや音楽、芸術活動~ど広く身体活動

を倖うアダブテッドな活動と関i裏付けた「アダ

ブテッドを余蝦支援J として住括飴にとらえる

ことも求められて来るo 

rアダブテッド」の発想は、これまでの「対

象、議臣、科目、教科J 別の見方から、人間中

心の見方への較換を求めるものである。ぞれ誌

「障害姐者を舎めたすべての人」が、より

に人生を過ごすための身体活動を、それぞれの

特性に合わせて工夫し、参加できるようにする

ための環境作りと支援者を育成することであ

るO 旧来の概念にとらわれず、このようなボト

ムアップの発想から地域の環境形成と人材育成

を関ることが求められるo
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